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【目的】 
在宅で重症心身障害者と共に生きる母親の介護生活上の体験やニーズを含めたアドバンス・ライフ・プランニング（ALP）を

母親と支援者の語りから抽出し、具体的な看護支援につなげるための移行理論に基づく ALP 概念モデル（以下：モデル）を

開発する 
 
【方法】 
はじめに、母親が介護生活上の体験やニーズを含めたアドバンス・ライフ・プランニングを検討するにあたり、障害者と家族

の将来計画の課題とされている「在宅障害者の親亡き後問題」の文献検討を行った。 
次に、在宅で重症心身障害者と共に生活する母親とその支援者にインタビューし、介護生活上の課題とニーズを含む ALP を

抽出した。インタビューで抽出された 10 カテゴリーから Meleis の移行理論をもとに ALP 概念モデルを作成した。 
さらに、ALP 概念モデルの下位概念から作成された質問紙を作成し、回答を得た。その結果から、SPSS を用いて探索的因子

分析を実施し ALP 概念モデルの因子を抽出した。次に、確認的因子分析をするために Amos を用いて共分散構造分析で行い、

ALP 概念モデルの概念妥当性を評価した。 
 
【結果】 
「在宅障害者の親亡き後問題」の文献検討の結果、障害者と家族の「在宅障害者の親亡き後問題」は、生活の場所の確保が困

難であることや介護する親代わりとなる者の不在であった。 
在宅で重症心身障害者と共に生活する母親とその支援者にインタビューした結果、【障害のある子どもの誕生による生活や

人生の変化】【子どもとの生活で見出した喜び】【子どものために全て取り組む】【家族の協力を得ながらの育児と介護】【社会

の温かな受け入れ】【障害のある子どもを育てる難しさ】【家族とのわだかまり】【障害者支援が未整備な社会と向き合う】【介

護生活への覚悟と葛藤】【専門家からの支え】の 10 カテゴリーが抽出された。 
10 カテゴリーを下位概念とした質問紙調査をし、探索的因子分析をした結果、「介護生活上の覚悟と葛藤」「子どもの成長

発達と生活の変化」「きょうだいについての苦悩と期待」「情報収集の難しさと仲間とのつながり」「専門家からの支え」「親と

しての責任と決意」「収入への不安」「替えの効かない」の 8 因子が抽出された。8 因子を確認的因子分析した結果、すべての

パス係数は、0.1％水準であり、GFI は 0.783、AGFI は 0.748、CFI は 0.760、RMSEA は 0.069 であった。 
 
【考察】 
「在宅障害者の親亡き後問題」において、親の不安の軽減を図るための支援体制の再構築が必要であると考えた。 
在宅で重症心身障害者と共に生活する母親とその支援者にインタビューした結果、10 カテゴリーが抽出された。 
Meleis の移行理論をもとに、【障害のある子どもの誕生による生活や人生の変化】は＜移行の本質＞、【子どもとの生活で見出

した喜び】【子どものために全て取り組む】【家族の協力を得ながらの育児と介護】【社会の温かな受け入れ】【障害のある子ど

もを育てる難しさ】【家族とのわだかまり】【障害者支援が未整備な社会と向き合う】は＜移行の条件＞、【子どもと共に生き

る】【介護生活への覚悟と葛藤】は＜反応のパターン＞、【専門家からの支え】は＜看護治療＞に分類することができ、カテゴ

リーが相互に関係している ALP 概念モデルを提示することができたと考える。概念モデルの概念妥当性を検証するために、

探索的因子分析をした結果の 8 因子から作成した ALP 概念モデルについて、共分散構造分析を行った。適合度は良好であっ

た。この結果、本研究における ALP 概念モデルの概念妥当性は支持された。 
 
【結論】 
 
在宅で重症心身障害者と共に生きる母親の ALP 概念モデルを明らかにすることができた。今後は、看護の実践場面において、

ALP 概念モデルを母親の ALP を検討する上でどのように取り入れていくのかを検討する必要がある。 
 


